
2025年日本国際賞受賞候補者 推薦要項

1. 授賞対象分野
2025年の授賞対象分野は、次の2分野です。

(1) 「物理、化学、情報、工学」領域
    授賞対象分野:「物質・材料、生産」

背景、選択理由
　科学技術の急速な発展により、21世紀の社会は新しい材料の開発と製造技術の革新に大きく依存するようになってきています。先端材料は、エネルギー、医療、情報通信、環境保全、ナノテクノロジーなど幅広い分野で技術革新を牽引しています。例えば、高性能な蓄電池などのエネルギー材料、健康長寿に貢献するバイオ材料、超高速の情報処理や通信を可能にする光・半導体材料、量子現象を利用した新機能材料、社会インフラを支える構造材料などが近年活発に研究されています。生産技術においても、3DプリンターやAIを活用した自動生産技術、省エネ・ゼロエミッションを目指す製造技術、循環型社会を実現するリサイクル技術などの革新が進んでいます。また、近年目覚ましく進化しているマテリアルズ・インフォマティクス（MI）は、従来の材料開発・生産技術に大きな飛躍をもたらすと期待されています。こうした物質・材料と生産技術の進歩は、私たちの暮らしを豊かにするとともに、持続可能な社会を構築するために極めて重要です。
 
対象とする業績
　2025年の日本国際賞は、「物質・材料、生産」の分野において、飛躍的な科学技術の進展をもたらした物質・材料の発見と開発、あるいは新しい製品やサービス、産業の創出につながった革新的な生産技術の開発に関する業績を対象とします。


(2) 「生命、農学、医学、薬学」領域
    授賞対象分野:「生物生産、生態・環境」

背景、選択理由
　人類は古くから農耕牧畜を行い、経験と知恵を重ねて生物生産の技術を発展させ、生産の効率化を進めてきました。近代においては、科学技術の発展によって生産性は飛躍的に向上し、急速な人口増加を支えてきました。その一方で、生物生産の拡大に伴う地球環境の劣化や生物多様性の損失が深刻化しています。
　生態系サービスを適切に活用し、持続可能で安定した生物生産を実現するためには、環境や生態系の保全を重視した科学技術イノベーションが不可欠です。たとえば、それぞれの風土と規模に適応した栽培体系や品種の開発、情報通信技術（ICT）やセンシング技術による農業プロセスの最適化や環境モニタリング、ロボット技術を活用した生物生産の効率化と精密化、食品の加工技術や機能性の付与、食品ロスの削減、生産・加工・流通・消費における温室効果ガスの排出削減などが注目されています。生物資源を材料とした新たなバイオプロダクトや、生物機能を活用した物質生産プロセスの開発も期待されています。さらに、生産物を地域間あるいは社会階層間で公正に分配する仕組みの構築や、地域に根ざした農林水産業の持つ多面的な価値の正当な評価も必要です。
 
対象とする業績
 　2025年の日本国際賞は、「生物生産、生態・環境」の分野において、飛躍的な科学技術の創造・発展・普及をもたらし、生態・環境に関する基礎的な科学の発展や生物生産に関する科学技術の進展を通じて、生態系と調和した人類社会の持続的発展に大きく貢献した、あるいは大きく発展する可能性のある業績を対象とします。


2. 留意事項
（1）自薦は無効です。
（2）受賞候補者は生存者に限ります。国籍・職業・年齢・性別は問いません。
（3）個人の受賞候補について、３人以内の共同受賞候補の推薦を認めます。
（4）グループの受賞候補について、相応しいグループがある年には日本国際賞特別賞を授賞します。


3. 推薦登録の締切日
（1）2024年1月31日までに推薦登録を完了されるようにお願いします。締切日を過ぎますと推薦の入力や登録はできなくなりますのでご注意ください。
（2）一時保存のままでは推薦登録が完了しません。一時保存の状態で、締切日を過ぎた推薦内容は自動的に削除されますので、締切日までに必ず推薦登録を行ってください。


4. 推薦書の個人情報の取扱について
　推薦書等にご記入頂いた個人情報は、受賞候補者の選考、各種連絡、日本国際賞授賞式典ほか関連行事の招待状および案内状の送付、当財団が発行する刊行物等の送付、今後の受賞候補者推薦依頼に利用し、これらの目的以外には使用いたしません。
　（詳細は、5．のプライバシーポリシーによります。）


5. プライバシーポリシー
　公益財団法人 国際科学技術財団(以下弊財団)は、個人情報の重要性を認識し、きわめて慎重に取り扱い､プライバシーの尊重と個人情報の保護に最善をつくすために､次のことを実施して参ります。
（1）個人情報の取得
　弊財団は、ご本人から直接個人情報を取得する場合は利用目的を明示します。それ以外の方法で取得する場合も、別に掲げる公表事項における利用目的の範囲で個人情報を取得します。
（2）個人情報の利用
　弊財団は、個人情報の利用にあたっては、取得の際に示した利用目的の範囲内において利用します。
（3）個人情報の照会への対応
　弊財団では、ご本人または代理権を確認できる代理人からの申請による、個人情報の照会について、適切に対応いたします。
（4）個人情報の管理
　弊財団は、取得した個人情報を管理するために、セキュリティーの確保、向上に務めます。また個人情報を外部へ委託する場合は、適正な取り扱いが行なわれるよう管理､監督いたします。
（5）個人情報の第三者提供
　弊財団は、法令により例外として扱われるべき場合を除き、あらかじめご本人の同意を得ることなく、個人データを第三者に提供いたしません。
（6）法令等の遵守と継続的改善
　弊財団は関連する法令､その他の規範を順守するとともに、環境の変化に応じて、個人情報保護の取り組みの継続的な改善､向上に努めます。
  詳細につきましては、プライバシーポリシー（https://www.japanprize.jp/privacy_policy.html）をご覧ください。


（ご参考）
1. 日本国際賞の推薦者は、下記の方々から選ばれております。
（1）アカデミー会員又は準会員
（2）学会の代表者又はこれに準ずる方
（3）著名な大学の学長、学部長又は教授
（4）著名な科学技術団体及び学術研究機関の長又はこれに準ずる方
（5）日本国際賞その他国際的に権威ある賞の受賞者
（6）財団が適当と認める、有識者若しくは団体又は機関等から推薦された方

2. 「日本国際賞授賞対象分野(2025年～2027年）」について
日本国際賞授賞対象分野は、2授賞領域ごとに、以下の通り決定しています。
これらの授賞対象分野は基本的に3年の周期で循環します。
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